






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































テ ィ ン グ、プ ロ
モーションのしく
み
・ガイド付きツアー
（時間、内容）
・ビジター用情報
（地図、案内、パンフレット、インフォメーションセンター）
・外国語資料（パンフレット、ウェブサイト、小冊子）
・内容、質（日本語の正確さ）
・各国ビジターのニーズの違い（土産物、ラッピング、カフェメ
ニュー）
・各季節、年齢層への対応
・ショップでの土産物などのデザイン、質、値段
・日本人ビジター、団体への配慮、対応
・食材や食器の選択、ごみ処理などを通しての環境配慮表明等

　和歌山・オーストラリア共同プロジェクトの実施にあたり、ご協
力くださったオーストラリアの皆様―クイーンズランド大学の学生
や大学院研究生の皆様、図書館司書のウェイウェイ・ルイ氏、ロー
ンパインコアラ園マーケティング、教育担当の畑井あかね氏、ク
イーンズランド州立図書館司書のサイモン・ファーレイ氏、そして
現代美術館の教育担当であるクレア・ロバートソン氏、並びにフィ
オナ・クリスチャンセン氏―以上の皆様に記してお礼申し上げたい。

東悦子・戸塚敦子・ラッセルウエノ・肥田木元春（２００９）「和歌山大
学観光学部遠隔教育「ハワイの観光開発」の事例に基づく研究―
外国語による遠隔授業を通じて検証する観光教育の方向性」　和
歌山大学観光学会紀要　『観光学』　第１号
受付日　２０１０年１０月６日
受理日　２０１０年１１月１１日
 
	
 
